
平
成
二
十
年
十
一
月
十
九
日
提
出

質

問

第

二

五

六

号

い
わ
ゆ
る
北
方
領
土
不
要
論
を
過
去
に
唱
え
た
と
さ
れ
る
国
会
議
員
へ
の
外
務
省
の
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意

書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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い
わ
ゆ
る
北
方
領
土
不
要
論
を
過
去
に
唱
え
た
と
さ
れ
る
国
会
議
員
へ
の
外
務
省
の
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意

書

「
政
府
答
弁
書
一
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
四
一
五
号
）
並
び
に
「
政
府
答
弁
書
二
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
四
六
九
号
）

を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

二
〇
〇
二
年
三
月
十
一
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
当
時
の
上
田
清
司
衆
議
院
議
員
（
現
埼
玉
県
知

事
）
が
、
平
成
七
年
六
月
十
三
日
付
で
起
案
さ
れ
た
、
「
秘

無
期
限
」
の
秘
密
指
定
が
な
さ
れ
た
外
務
省
内
部
の
文
書

（
以
下
、
「
文
書
」
と
い
う
。
）
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
「
文
書
」
の
中
に
は
、
「
そ
も
そ
も
、
北
方
領
土
問
題
と
い
う
の

は
、
国
の
面
子
か
ら
領
土
返
還
を
主
張
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
実
際
に
は
、
島
が
返
還
さ
れ
て
も
国
と
し
て
何
の
利
益
に
も

な
ら
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
戦
後
五
十
年
も
た
っ
て
返
還
さ
れ
な
い
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
、
我
が
国
は
、
領
土
返
還
要

求
を
打
ち
切
っ
て
、
四
島
と
の
経
済
交
流
を
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。
」
と
の
発
言
を
、
当
方
が
当
時
の
西
田
恒
夫
欧

亜
局
参
事
官
に
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
当
方
は
、
右
の
様
に
北
方
領
土
不
要
論
と
も
と
れ
る
主
張
を
し
た
こ
と
は
一
度
も

な
く
、
「
文
書
」
に
あ
る
文
言
に
は
「
羅
臼
で
は
」
と
い
う
言
葉
が
抜
け
落
ち
て
お
り
、
正
確
に
は
、
地
元
羅
臼
町
で
は
北

方
領
土
返
還
に
拘
る
よ
り
、
経
済
交
流
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
す
る
意
見
が
あ
る
と
、
あ
く
ま
で
も
羅
臼
町
に
お
け

一



る
北
方
領
土
問
題
に
対
す
る
認
識
の
一
例
を
述
べ
た
だ
け
で
あ
り
、
「
文
書
」
は
意
図
的
な
改
竄
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
「
政
府
答
弁
書
一
」
で
外
務
省
は
「
平
成
七
年
六
月
十
三
日
に
鈴

木
宗
男
衆
議
院
議
員
と
御
指
摘
の
外
務
省
欧
亜
局
参
事
官
（
当
時
）
と
の
間
で
北
方
領
土
問
題
に
関
す
る
や
り
取
り
が
行
わ

れ
た
こ
と
を
記
し
た
報
告
書
（
以
下
「
報
告
書
」
と
い
う
。
）
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
報
告
書
の
と
お
り
と
理
解
し
て
い

る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
「
文
書
」
の
内
容
は
、
当
方
が
羅
臼
町
で
の
意
見
の
一
つ
を
紹
介
し
た
に
過
ぎ
ず
、
意
図
的

な
改
竄
が
加
え
ら
れ
た
、
正
確
な
記
録
で
は
な
い
と
す
る
当
方
の
意
見
に
対
す
る
外
務
省
の
見
解
を
再
度
示
さ
れ
た
い
。

二

「
文
書
」
作
成
に
関
わ
っ
た
外
務
省
職
員
（
以
下
、
「
職
員
」
と
い
う
。
）
の
現
在
の
官
職
氏
名
に
つ
き
、
「
政
府
答
弁

書
二
」
で
外
務
省
は
「
御
指
摘
の
職
員
の
氏
名
に
つ
い
て
は
、
公
表
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し

控
え
た
い
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
で
は
、
そ
の
氏
名
は
問
わ
な
い
と
こ
ろ
、
「
職
員
」
が
現
在
も
外
務
省
に
在
職
し
て
い

る
か
否
か
、
右
一
点
に
つ
き
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

三

二
で
、
「
職
員
」
が
現
在
も
外
務
省
に
在
職
し
て
い
る
の
な
ら
、
そ
の
役
職
は
問
わ
な
い
と
こ
ろ
、
所
属
部
署
は
ど
こ
か

に
つ
い
て
の
み
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

四

二
〇
〇
二
年
三
月
十
二
日
に
行
わ
れ
た
参
議
院
予
算
委
員
会
で
、
当
時
外
務
省
経
済
協
力
局
長
の
任
に
就
い
て
い
た
西
田

二



氏
は
「
お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。
先
ほ
ど
の
メ
モ
に
あ
る
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
に
加
え
る
も
の
も
減
す
も
の
も

な
い
と
い
う
ふ
う
に
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
」
と
、
「
文
書
」
に
は
一
切
修
正
加
筆
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
方
の
発
言
を

一
言
一
句
正
確
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
旨
の
答
弁
を
し
て
い
る
が
、
右
の
西
田
氏
の
答
弁
は
真
実
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な

い
と
当
方
は
断
言
す
る
。
右
に
つ
き
、
「
政
府
答
弁
書
一
」
で
は
明
確
な
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
何
を
も
っ
て
西
田

氏
は
右
の
様
な
答
弁
を
行
っ
た
の
か
。
西
田
氏
の
記
憶
違
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
か
。
再
度
外
務
省
の
明
確
な
説
明
を
求

め
る
。

五

外
務
省
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
文
書
の
秘
密
指
定
が
解
除
さ
れ
る
条
件
に
つ
き
、
「
政
府
答
弁
書
二
」
で
は
「
一
般
に
、

文
書
に
係
る
主
管
の
管
理
者
等
が
秘
密
指
定
の
解
除
を
行
う
こ
と
を
適
当
と
認
め
た
場
合
に
、
秘
密
指
定
の
解
除
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
が
、
解
除
の
判
断
は
、
個
別
具
体
的
な
事
情
を
踏
ま
え
て
行
う
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
に
、
外
務
省
に
お
い
て
文
書
の
秘
密
指
定
解
除
の
決
定
が
な
さ
れ
る
際

に
、
そ
れ
に
関
す
る
決
裁
書
等
の
記
録
文
書
は
作
成
さ
れ
る
か
。

六

五
で
、
外
務
省
に
お
い
て
文
書
の
秘
密
指
定
解
除
を
決
定
す
る
際
に
、
決
裁
書
等
の
記
録
文
書
が
作
成
さ
れ
な
い
こ
と
が

あ
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
特
定
の
職
員
に
よ
る
恣
意
的
な
秘
密
指
定
解
除
を
許
す
こ
と
に
な
り
、
外
務
省
に
お
け
る
秘
密
保

三



持
の
観
点
よ
り
、
好
ま
し
い
こ
と
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

七

「
文
書
」
が
二
〇
〇
二
年
三
月
六
日
に
上
田
氏
へ
手
渡
さ
れ
た
こ
と
に
つ
き
、
な
ぜ
そ
の
際
に
「
文
書
」
の
秘
密
指
定
が

解
除
さ
れ
た
の
か
と
の
問
い
に
対
し
、
「
政
府
答
弁
書
二
」
で
外
務
省
は
「
文
書
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
右
答
弁
は
、
外
務
省
に
お
い
て
、
文
書
の
秘
密
指
定
解
除
が
い
か
に
恣
意
的
か

つ
適
当
に
、
い
い
加
減
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
表
す
も
の
で
は
な
い
の
か
。
そ
の
様
な
こ
と
で
秘
密
が
保
持
さ
れ
、
我
が
国

の
国
益
に
資
す
る
外
交
を
行
え
る
の
か
。
中
曽
根
弘
文
外
務
大
臣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


